
スタートアップ・ガイド

機器の接続／トップ・パネルの基本操作

本機を正しくお使いいただくために、ご使用前に別紙の「安全上のご注意」と「使用上のご注意」をよくお読みください。
お読みになったあとは、すぐに見られるところに保管しておいてください。
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電源を入れる
※※ 電源を入れる／切るときは、音量を絞ってください。音量を絞っ
ても電源を入れる／切るときに音がすることがありますが、故障
ではありません。
※※ 正しく接続したら、必ず次の手順で電源を入れてください。手順
を間違えると、誤動作をしたり故障したりすることがあります。

1.	 本機の［POWER］スイッチをオンにして電源を入れて
から、接続した機器、アンプ／スピーカーの順に電源
を入れます。

2.	 接続した機器の音量を調整します。

3.	［OUTPUT LEVEL］つまみで、本機の音量を調節します。
※※ 本機は、演奏や操作をやめてから一定時間経過すると自動的に電
源が切れます（Auto Off 機能）。自動的に電源が切れないように
するには、Auto Off 機能を解除してください。詳しくは、『リファ
レンス・マニュアル』（Web）をご覧ください。
¹¹ 電源が切れると保存していないデータは失われます。残してお

きたいデータはあらかじめ保存しておいてください。
¹¹ 電源を再びオンにするときは、［POWER］スイッチを押し直し

てください。
※※ AC アダプターのコードは、図のようにコード・フックを使って固
定してください。

※※ 接地端子は、外部アースまたは大地に接地します。必要に応じて
接続してください。
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リファレンス・マニュアル（Web）
本製品の詳しい操作マニュアルは以下のサイトでご覧いただけます。 

https://roland.cm/gx-100_om

BOSS TONE CENTRAL
専用 Web サイト BOSS TONE CENTRAL からメモリーをダウンロードす
ることができます。

http://bosstonecentral.com/

画面の基本操作

まずはギターを弾いてみましょう。

メモリー番号表示モード
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1	  メモリー番号、またはメモリー名を
上下または左右にスワイプすると、
メモリーが切り替わります。

2	  画面下部に表示されている各パラ
メーターを左右にドラッグすると、
値を変更することができます。

3	  ＜EFFECTS＞をタッチすると、エ
フェクト・チェイン画面に切り替える
ことができます。

4	  をタッチすると、メニュー画面を
表示させることができます。

メモ
PAGE［÷］［ø］ボタンを押して、プ
レイ画面の表示モードを切り替えること
ができます。

（メモリー番号表示モードÐメモリー名
表示モードÐコントロール・モードÐ
チェイン・モード）

コントロール・モード

画面のタッチ操作で、トップ・パネル
のフットスイッチ操作と同じようにバン
クやメモリーを切り替えることができま
す。

チェイン・モード

選んでいるメモリーのエフェクト配列が
表示されます。
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1	  ＜EFFECTS PALETTE＞をタッチす
ると、画面上段に GX-100 で使用で
きるすべてのエフェクトのアイコン
が表示されます。
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1	  画面上段のエフェクトのアイコンをド
ラッグして、好みの場所に配置する
ことができます。

2	  アイコンを左右にドラッグして、エ
フェクトの配列順を入れ替えること
ができます。

3	  エフェクトのアイコンにタッチして、
オン／オフを切り替えることができ
ます。
アイコンを長押しすると、エディット
画面を表示させることができます。

各エフェクトの全パラメーターを表示し
て、エディットすることができます。
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1	  画面中央のエフェクト・チェインで
エディットしたいエフェクト・アイコ
ンにタッチします。

2	  マークにタッチします。
3	  ＜ KNOB VIEW ＞にタッチします。

エディット画面（KNOB VIEW）が
表示されます。
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1	  パラメーターのアイコンを上下にド
ラッグすると、値を変更することが
できます。

2	  画面下部のエフェクト名にタッチし
て、エディットするエフェクトを切り
替えることができます。

メモ
トップ・パネルの［WRITE］ボタンを
押して、エディットした音色をメモリー
に保存することができます

※※ エクスプレッション・ペダルを操作するときは、可動部と本体の間に指をはさまないように注意してください。お子様のいる場所で使用する
場合は、必ず大人のかたが監視／指導してください。

※※ 外部エクスプレッション・ペダルには、必ず指定のものをお使いください。他社製品を接続すると、本体の故障の原因になる場合があります。 
使用できるエクスプレッション・ペダル（別売）：EV-30、FV-500L、FV-500H、Roland EV-5

プレイ画面

チェイン画面 エディット画面

1	  画面下部に表示されているパラ
メーターを調節します。

2	  バンクを切り替えます。

3	  メモリー・ナンバーを切り替えま
す。

4	  エディットした音色をメモリーに
保存します。

5	  チューナーをオン／オフします。

6	  音量を調節します。
つま先部分を強く踏み込むと、
ペダル FX のオン／オフを切り替
えることができます。

※※ 他の機器と接続するときは、誤動作や故障を防ぐため、必ずすべての
機器の音量を絞り、すべての機器の電源を切ってください。
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